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多収で多用途の水稲「愛知 125 号」を開発 

農業総合試験場 

１ はじめに 

 日本人の１人当たりの米の消費量は、1960年代の118kg/年をピークとして減少し続けて

おり、2014年度の消費量はピーク時の半分以下となっています。一方、日本の食糧自給率

はカロリーベースで40％程度であり、先進国の中では最も低い水準です。自給率向上のた

めには、米の消費を拡大する必要があり、米を使ったパンや麺、主食用以外の新たな用途

に注目が集まっています。 

そこで、愛知県農業総合試験場では、2006年から製麺適性に優れ、麺の食味が良い多収

品種の育成に取り組み、新品種「愛知125号」を開発しましたので紹介します。 

 

２ 開発の経緯 

 2006 年に、強稈
きょうかん

で耐倒伏性に優れ、多用途向き多収品

種である「タカナリ」と、製麺適性に優れるインド型品種

「Basilanon」を交配しました。その後、選抜を重ね、2014

年に「愛知125号」と名付け、2015年３月に品種登録出願

を行いました。 

 

３ 品種の特徴 

「愛知125号」は、愛知県で最も作付面積の多い主食

用品種の「あいちのかおり SBL」に比べ、デンプン成

分のひとつであるアミロース含量が多いため、粘りが

少なく、製麺適性、麺食味が優れています。穂長は30cm

以上と長く（写真２）、収量性は飼料用品種で代表的な

「モミロマン」と同等で、多収です。耐倒伏性に優れ、

縞葉枯病や白葉枯病などの病気にも強いため、安定し

た多収栽培ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 「愛知 125 号」の草姿 

写真 2 穂の比較 

上：愛知 125 号、下：あいちのかおり SBL 

写真 3 愛知 125 号の米麺 

表 1 収量の比較

写真3 「愛知125号」の米麺

表 1 玄米収量の比較 
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４ 新たな加工法による新規食品 

「愛知125号」は麺用品種として開発しましたが、新たな加工適性も注目されています。

アミロース含量が多い「愛知125号」は、炊飯した米を高速せん断する新たな加工法(ダイ

レクトGel転換)により、ゲル状（米ゲル）にすることができます。この米ゲルを油脂、卵

等の代替として利用できるため、ケーキ、シュークリーム、ムースなどの洋菓子を作るこ

とができ、低カロリー食品やアレルギー患者向けの治療食への応用が考えられます。また、

保水性が高いため、食品にしっとり感を持たせることができ、水分調整により様々な物性

にコントロールできることから、介護食への展開も期待されます。 

「愛知125号」の導入は、多様な加工用途を持った米を安定的に生産することを可能と

するだけでなく、地域産の米を利用した特産品などの開発にも貢献できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 飼料用米としての利用 

 農林水産省の新たな「食料・農業・農村基本計画」では、飼料用米の生産目標を掲げて

増産に取り組んでいます。「愛知125号」は多収であることから、飼料用米にも向くため、

2016年８月に本県の飼料作物の奨励品種に採用されました。また、本県のブランド「肉用

名古屋コーチン」に、高騰する輸入飼料の代替として「愛知125号」を給与したところ、

体重の増加量が多くなり、鶏肉中のオレイン酸含量が増加し、今後、畜産の盛んな地域を

中心に、飼料用米としての普及も期待されています。 

写真 4 米ゲル 写真 5 米ゲルを使った洋菓子 

図 1 「愛知 125 号」を用いた加工例 

2



ＪＡ愛知みなみ トマト・メロン集出荷施設が始動！ 

東三河農林水産事務所  
 
 ＪＡ愛知みなみが平成 26 年度（繰越）強い農業づくり事業を活用し、平成 28

年３月、田原市福江町に竣工したトマト・メロン集出荷施設が本格始動しました。 

 
１ 導入の経緯 

 ＪＡ愛知みなみは、平成 13 年度に３Ｊ

Ａ（ＪＡ田原町、ＪＡ赤羽根町、ＪＡ愛知

渥美町）が合併して新しく誕生しましたが、

トマトの選果施設は、これまでの旧ＪＡが

導入した施設を引き続き使用してきたこ

とから、選果施設の老朽化が進むとともに、

販売先の分散による販売ロットの確保が

難しい状態が続いていました。 

 またメロンは、栽培面積が年々減少して

いますが、夏場の贈答用には必要不可欠な

商品としてニーズがあり、これまで築き上

げてきた「渥美半島のメロン」ブランドの

維持が重要な課題となっていました。  
 こうした状況に対応するため、ＪＡ愛知

みなみは、既存施設を整理統合して新しい集出荷施設を整備しました。  
２ 施設の特徴と期待される効果 

 新しい集出荷施設はトマト･メロン兼用型のフリートレーに形状色彩選別や糖

度センサーを備え付けた選果施設です。このことにより、糖度選別による差別化

販売が可能となります。さらに施設統合により選果時間の短縮や、出荷指示の一

本化による効率化も期待されています。  
これまでそれぞれの集出荷施設で行われてきた選果方法や個体管理が統一さ

れることで、品質のそろったトマト・メロンを消費地に届けることができ、今ま

で以上に市場や消費者等からの評価・信頼に応えられる産地を目指します。  
 

【事業概要】 
事業主体 愛知みなみ農業協同組合 

整備内容 トマト・メロン集出荷施設

 鉄骨２階建 6,902.35 ㎡

 選果設備一式 
フリートレー４条型 

選別装置２台(形状・色彩・糖度選別)

自動箱詰ライン８条  

ロボットパレタイザー１台  

製品用ブールコンベア 24 条  

製函機５台 (ﾄﾏﾄ２、 ﾒﾛﾝ３ ) 

事業費等 総事業費 1,027,566,000 円
う ち 国 庫 補 助 金    464,020,000 円 

受  益 トマト 141 戸(59.2ha) 

メロン  94 戸(22.2ha) 

露地ﾒﾛﾝ 14 戸( 8.4ha) 

取扱量等 年間出荷量(日当たり最大処理)
トマト 6,147t(48.9t) 

メロン  567t(24.7t) 

露地ﾒﾛﾝ  298t(10.7t) 

新しく整備した集出荷施設 集出荷施設内の選果ライン 
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県内トップを切って新米出荷！ 

あいち米初出荷式が開催されました！ 
 

海部農林水産事務所 

 
早場米の産地である弥富市鍋田から平成 28 年８月 12 日（金）、県内トップを

切って新米が出荷されました。 

 

１ 平成 28 年産あいち米初出荷式 

この日、ＪＡ鍋田支店集出荷場で安藤

正明県議、加藤農林水産部長ら関係者が

臨席し初出荷式が開催されました（ＪＡ

あいち海部、ＪＡあいち経済連主催）。 

一日検査員を委嘱されたミス弥富によ

る検査、出席者によるテープカットセレ

モニーの後、県内で最も早く「あきたこ

まち」5,861 袋（1 袋 30kg）を積んだトラッ

クが新米出荷の幟をはためかせ出発しま

した。 

出荷された米はすべて１等米で、翌日 

13 日からＡコープ始め県内のスーパーで 

販売されました。 

 

２ 消費者交流会 

式典後の会場では、安全･安心な取組で

「安心あいち米」として売り出している

県産米を味わってもらおうと、新米のお

にぎりが夏休み中の子どもたちや消費者

に振る舞われました。また、県が育成し

た小麦「きぬあかり」を製麺したきしめ

んも提供され喜ばれました。 

 

 

 

ＪＡあいち海部鍋田支店管内では､約 488ha の水稲作付のうち早場米の「あき

たこまち」と「コシヒカリ」が９割近くを占めます。今年産の「あきたこまち」

は、収量は平年並みとみられ、高温障害は少なく品質は良好でした。 

初出荷式でのテープカットセレモニー 

消費者交流会の様子 
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首都圏におけるミニトマトの動向について

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

ミニトマトは、一口サイズでそのまま使えることからサラダやお弁当などに多く利用さ

れています。また最近は赤色だけでなく黄色や緑色など彩り豊かな種類が登場し、さらに

注目を集めています。

今回は、東京都中央卸売市場における平成27年産ミニトマトの入荷実績と首都圏量販店

等食品スーパーでの販売状況について報告します。

１ ミニトマトの入荷状況

平成27年の東京都中央卸売市場に

おける本県産ミニトマトの入荷割合

は17.3％（入荷量：3,573ｔ、取扱

額：28億円）でした（図１）。

首都圏に出荷する県内の主な産地

は、豊橋市、豊川市、田原市で、主

な入荷時期は１－６月と11、12月と

なっています。

入荷割合が最も高かったのは、熊

本県（以下、県を省略）で24.2％を占めており、本県の次には茨城（10.2％）、千葉（8.6

％）、北海道（7.8％）、宮崎（7.6％）となっています。

東京都中央卸売市場におけるミニトマトの年間入荷量は、直近の10年間で12,956ｔ（18

年）から20,620ｔ（27年）と159％の伸びを示していました。また年平均単価は毎年600円

／kg前後で推移しており、大きな単価の下落もないことからミニトマトの需要が大幅に拡

大してきたことがうかがえます。

18年の入荷実績を基準としたとき、

直近10年間の主要産地の入荷量伸び

率は図２のようになっています。本

県の伸び率は125％で、この10年で格

段に入荷量が増えた産地は、熊本

（262％）、北海道（250％）、宮崎

（230％）、青森（226％）、茨城（192

％）でした。市場関係者からは、出

荷形態が３kgバラ詰めである熊本、

北海道、茨城は作付面積が増加傾向

図１ 平成27年の産地別入荷実績

図２ 産地別入荷量の伸び率
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にあり、パック主体の産地は作付け面積横ばい傾向だといわれていました。バラ詰めによ

る出荷作業労力の軽減が作付面積の拡大を可能とし、入荷量の増大につながっていると思

われます。

２ ミニトマトの販売状況

ミニトマトは、最近は赤色だけでなく黄色や緑色

等が登場し、彩り豊かになってきました。そこで、

今年８月に任意に選んだ、都内にある量販店等食品

スーパー20店舗（16社）に赴き、ミニトマトの販売

状況を調査しました。

販売形態は、調査したすべての店舗でパック販売

が行われており、バイキング方式 を取り入れてい※

る店舗は全体の20％でした（図３）。バイキング方

式では主に赤、黄、オレンジ、緑色が用意されてお

り、パック販売でも赤、黄、オレンジなど混合する

などして販売する店舗は75％ありました。彩り豊か

なミニトマトは、生鮮野菜売場の目玉商品になっていると感じました。

ミニトマトは、これまでも安定した需要のある品目となっています。食品スーパーでの

販売の中心は赤色のパック販売ですが、彩り豊かな種類の登場によってさらなる消費拡大

に期待が持てると思われました。

※バイキング方式：ファミリーレストランにあるサラダバーのように、好みのミニトマトを

選んで指定された容器に自分で詰めて購入する。

図３ 食品スーパーの販売形態

80%

20% パック

パック＋バイキング
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「ふるさと全国県人会まつり」であいちの農産物をＰＲ 

 

   食育推進課 企画・情報グループ 

 

○ふるさと全国県人会まつりについて 

 ふるさと全国県人会まつりは、東海地区にある道県人会と東海３県、名古屋市など

が、郷土芸能、特産品販売、観光ＰＲなどを通じてふるさとの魅力を紹介するまつり

で、今年で16回目を迎えます。毎年多くの来場者で賑わい、昨年はおよそ16万４千人

の方が来場されました。 

 

○今年度のテーマは「笑顔広がる！ふるさとの思い」 

今年は「笑顔広がる！ふるさとの思い」をテーマとし、各県人会などが郷土料理や

お酒などの販売・ＰＲを行うなど、過去最多となる98ブースが出展します。また、ス

テージでは、出展ブースの一押しグルメを紹介する新企画をはじめ、郷土芸能の披露

や人気のご当地キャラクターが大集合するなど、盛りだくさんの内容となっていま

す。会場を一周すれば、日本全国の魅力を味わうことができます。 

 

【『ふるさと全国県人会まつり2016』の概要】 

【名 称】 「笑顔広がる！ふるさとの思い」ふるさと全国県人会まつり2016 

【開催日】 平成28年９月10日（土）～11日（日） 

【時 間】 午前９：30～ ★雨天決行 

【場 所】 久屋大通公園／久屋広場（名古屋市中区)  

（地下鉄名城線「矢場町」駅 徒歩１分） 

【料 金】 入場無料 

【内 容】 東海地区にある道県人会を中心に、郷土芸能、特産品販売、観光ＰＲな

どを通してふるさとの魅力を紹介する。 

・各県人会によるブース出展、ステージでの郷土芸能披露 

・ふるさと絵手紙コーナー 

・郷土 (あい)もりあげ隊アイドルユニット「ＯＳ☆Ｕ」 

・ふるさとの読売新聞展示 

・ゆるキャラ!!大集合、クイズラリー抽選会 

・(新企画)ふるさとグルメ自慢 

 

○愛知県からは５ブースが出展 

本県は、ブース出展及びステージ出演などで毎年参加しており、地元の魅力を発信

するため５ブースを出展します。 

食育推進課は、愛知県農産物需要拡大推進協議会（構成：愛知県、愛知県経済農業

協同組合連合会）として梨、いちじくなど新鮮なあいちの農産物の販売によるＰＲを

行います。この機会にぜひお召し上がりいただき、本県産農産物の魅力を感じていた

だきたいと思います。 

 

7



【愛知県ブースの概要】 

出展所属 ブース概要 

農林水産部 

食育推進課 

本県産青果物の販売 

リーフレット、レシピの配布 

農林水産部 

畜産課 

名古屋コーチンの焼き鳥・つくねの販売 

ＰＲ資材の配布 

農林水産部 

農業振興課 

愛知産ジビエの試食・アンケート調査 

鳥獣被害周知 

産業労働部 

産業振興課 
愛知の地酒・みりんＰＲ 

その他 愛知県政情報・イベント等ＰＲ 

 

○昨年度の様子 
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カリスマフローリストに聞く～消費拡大の極意～ 
 

東京事務所行政課農産物流通対策グループ 
 

一世帯あたりの花き消費は、1990 年代以降減少基調で推移しています。このよう

な状況の中、花きの安定的な生産のためには、その消費拡大が重要な課題となって

います。 

このたび、ＥＬＦバケットシステム＊１の普及・啓発を行う日本ＥＬＦシステム協

会（JELFA）により、花きの消費拡大に向けたセミナーが開催されましたので概要を

報告します。 

 

JELFA フォーラム 2016「カリスマフローリストに聞く～消費拡大の極意～」 

期日：平成 28 年８月 24 日（水） 

場所：東京都千代田区大手町「大手町サンスカイルーム」 

内容：対談（月刊フローリスト編集長 大関真哉氏 × (一社)N フラワーデザインインターナショナル代表理事 永塚慎一氏） 

    アレンジメント作成（(一社)N フラワーデザインインターナショナル代表理事 永塚慎一氏） 

 

○「YouTube」での情報発信 

 講師の永塚氏は、数々のフラワーコンテスト

で入賞や優勝経験を持つフラワーデザイナーで、

インターネットを活用した情報発信を積極的に

行っています。月刊フローリスト編集長の大関

氏との対談では、インターネットの動画共有

サービス「YouTube」での情報発信について熱

く語っていました。   
永塚氏は「YouTube」の個人チャンネル

「Flower TV」により、花束やアレンジメント

作成のテクニックを紹介しています。チャンネ

ル登録者数は約 1 万人であり、他世代に対し

「YouTube」の利用頻度が少ないといわれる中

高年女性層が中心となっていることが特徴との

ことです。同氏は「YouTube」について「お金

をもらいながらコマーシャルできる特殊なメ

ディア＊２。」とし、「チャンネル登録により年齢

や性別などの属性が確認でき、再生回数により

どんな内容に興味があるのか把握できる。」と指

摘していました。「YouTube」は、花きに興味の

ある消費者層の属性と、その興味の所在を探る

ためのアンテナとして活用できると感じました。 

対談する大関氏(左)と永塚氏(右) 

アレンジメントを作成する永塚氏 
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また、同氏は生産者に対して「生育状況の定

点観測や箱詰めシーンなどは消費者の関心も高

いと思う。積極的に動画で情報発信してはどう

か？」と呼びかけていました。 
 
○花きの消費拡大に求められること 

 永塚氏は、花き小売り店の販売対策として「物

日販売を中心に据え、ギフト向け商材をネット

通販したところで大手事業者にはかなわない。」

と指摘しており、安定的な販売のためには、「100

円でもよいので、毎日花を購入してもらうこと

が重要。」と話していました。  
また、「花育」の話題となった際は「現在の『花

育』は子供をターゲットにしているが、幼少期

は興味関心がたくさんある。数回の花に触れる

機会があったとして、花を消費する習慣が定着

するとは思えない。」と厳しいコメントを寄せて

いました。  
同氏は、「花きの消費は中高齢層が中心となっ

ているが、これは積極的に花きを購入する層が

高齢化した結果でなく、中高齢になると花きに

興味が出てくることによる。」と分析しています。

このため、花きの消費拡大に取り組む際は、「30

代から40代の女性をメインターゲットとした取

組を展開していくことが効果的。」とのことでし

た。 
 
 対談の後、会場では永塚氏によるフラワーアレンジメントの実演が披露されまし

た。「ノープランスタイル」ということで、直前まで花材が知らされない中でのアレ

ンジとなりましたが、見事な作品が作られました。会場に飾られたアレンジメント

のまわりでは写真を撮る参加者が多く見られ、フォーラムは盛況のうちに幕を閉じ

ました。 
 
 
＊１ 産地の出荷から卸売事業者、仲卸事業者等への販売まで、輸送・販売容器を兼ねた専用バ

ケツ「ＥＬＦバケット」で流通させる仕組み。 

＊２ YouTube では、チャンネル登録し、動画再生時に広告掲載するよう設定することで、再生

回数に応じて広告収入を得ることができる。 

 

制作されたアレンジメント 

撮影を行う永塚氏。アレンジメントの作成にあ

わせて、「YouTube」用の動画撮影もされました。
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 １１７ １１７ ６９９ ６９９ 愛知（１００％）
(１００％)

２８年見通し １３０ － ６００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

産地はほぼ愛知で知多、三河地方が中 露地物で天候に左右されるため、雨が降ると
心となる。品種は桝井ドーフィン、サマ 商品が無く、晴れると商品が出るというような
ーレッド。気温も高かったため前進して 状況で計画的な販売が難しい商品で、売り手の
出荷されている。また、台風もなく、順 方から避けられる傾向にある。
調な出荷でかなりの出荷量となる。 雨よけなどで計画出荷に努めて欲しい。

他の果実も台風もなく順調に出ている
ため、売場の確保が厳しい状況。

入荷量は前年を大幅に上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２７年実績 ３６７ １３５ １，２２６ １，４９９ 茨城 (１９％)
(３７％) 静岡 （ ７％）

埼玉 （ ７％）
２８年見通し ３７０ － １，１８０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産の入荷は、９月から本格化し、10 ぎんなんは秋の味覚として業務筋を中心に
月にピークを迎える。本年は着果過多とな 人気が高い。愛知産は黒箱のイメージが定着
っており、豊作年が続くことから小粒傾向 しており、品質・選別ともに良好で、今後も
の模様。多かった前年並の出荷が見込まれ 継続した取組をお願いしたい。
る。他産地も徐々に入荷が始まるが量的に ９月は高温、多湿の日が多く、カビの発生
少ない。 が懸念されるので、出荷に際しては選別や品

入荷量は前年並で、価格は前年をわずか 質保持の徹底をお願いしたい。
に下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の９月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

８月１８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３３，４８７ 230 237 242 北海道 48%
２４年 ３３，７４７ 217 238 225 長野 19%
２５年 ３５，３６２ 175 180 172 群馬 9%
２６年 ３２，２６９ 230 240 238 青森 5%
２７年 ３５，２０１ 249 264 251

５ ヵ 年 平 均 ３４，０１３ － － －

２８年見通し ３５，１００ － － －

２３年 ２，０３３ 107 132 135 北海道 50%
２４年 ２，１９４ 87 90 89 青森 40%
２５年 １，９０５ 126 138 136 岐阜 8%
２６年 １，９８３ 132 127 118 新潟 2%
２７年 ２，１７９ 114 116 113

５ ヵ 年 平 均 ２，０５９ 113 120 117

２８年見通し ２，０００ 120 120 120

２３年 ２，４５８ 128 132 127 北海道 100%
２４年 ２，４１１ 103 120 92
２５年 ２，３７７ 133 133 139
２６年 ２，３６１ 128 127 117
２７年 ２，１８２ 167 170 146

５ ヵ 年 平 均 ２，３５８ 131 136 124

２８年見通し ２，２００ 140 150 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２３７
２２３
１７５
２３４
２５８

だ
　
い
　
こ
　
ん

１２２
８６

１３０
１２４
１１２

１１４

前年主要産地（％）

２２５

２１１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道を中心に、長野、群馬、青森などから
入荷する。
　北海道は８月の台風９・11号による雨の影響
を受けており、いずれの土物品目も作柄は良く
ない。高冷地は大きな影響を受けず、概ね順
調。今後の台風等の状況により動向の変化があ
るものの、入荷量は前年並で、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、青森中心に、一部岐阜などから
入荷する。７月播種ものはやや生育が遅れ
ている。また、北海道は不安定なできばえ
で、ボリューム感のあるものが少ない。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１９
１０４
１３５
１２３
１５９

１２７

　ほぼ全量が北海道から入荷する。だいこん同
様に６月の天候不順、低温の影響で発芽不良が
あり、不安定なできばえ。７月播種ものが下旬
から入荷するが、Ｓ、Ｍ中心の傾向。２Ｌ、Ｌ
は学校給食用の需要が増え、引き合いが強い。
　入荷量は前年並で、価格はやや下回る見込
み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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８月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １２８，２９３ 236 248 249 北海道 35%
２４年 １３１，８８３ 183 199 202 長野 15%
２５年 １３１，１０１ 247 268 245 群馬 13%
２６年 １３３，８７０ 290 268 256 青森 8%
２７年 １３３，４６８ 277 297 280 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 １３１，７２３ － － －

２８年見通し １３０，０００ － － －

２３年 １１，３２０ 96 117 131 北海道 62%
２４年 １１，０９１ 83 85 88 青森 33%
２５年 １１，４７７ 116 131 131 岩手 3%
２６年 １２，９４５ 131 120 114
２７年 １３，４８６ 111 110 110

５ ヵ 年 平 均 １２，０６４ 108 113 115

２８年見通し １２，０００ 120 115 110

２３年 ７，３７４ 126 124 129 北海道 98%
２４年 ６，９３３ 106 118 111 中国 2%
２５年 ７，５６１ 130 132 136
２６年 ８，４５５ 116 117 109
２７年 ７，８４７ 160 163 141

５ ヵ 年 平 均 ７，６３４ 128 131 125

２８年見通し ７，５００ 140 150 160

２８４

 前年及び本年の

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４４
１９４
２５３
２７１

前年主要産地（％）

だ
　
い
　
こ
　
ん

１１４
８５

１２６
１２２
１１０

１１２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年をやや上回る見込み。

２４９

２４５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１５  入荷量・価格の動き

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２６
１１２
１３３
１１４
１５５

１２８

　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年をやや下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道から土物類や根菜類、関東高冷地
からは葉茎菜類や果菜類が入荷する。盆明
けからの連続した台風の影響で北海道や関
東東部で被害が発生、今後の秋冬作への影
響が懸念材料。

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
北海道は盆明けからの台風の影響で出荷は
少なくなる見込み。青森は降雨で一部播種
できない地域があったが生育は概ね良好で
中旬に出荷ピークを迎える見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
北海道は作付面積減のなかＭＳ中心出荷。
中旬頃まで出荷ピークとなる見込み。盆明
けからの台風の影響で出荷は少なくなる見
込み。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，３３９ 89 128 122 長野 91%
２４年 ２，４８９ 54 57 55 北海道 9%
２５年 ２，２２５ 110 123 84
２６年 ２，０６１ 189 131 150 0 0%
２７年 ２，１４１ 131 171 110

５ ヵ 年 平 均 ２，２５１ 112 120 103

２８年見通し ２，３００ 70 80 90

２３年 ４，３９６ 73 85 101 群馬 67%
２４年 ４，８７３ 54 59 55 長野 16%
２５年 ４，２２１ 90 95 97 北海道 13%
２６年 ４，６３８ 126 135 145 茨城 2%
２７年 ４，３０４ 117 142 150

５ ヵ 年 平 均 ４，４８６ 91 103 109

２８年見通し ４，６００ 60 70 80

２３年 １９１ 744 969 746 岐阜 75%
２４年 １９２ 775 826 823 愛知 12%
２５年 １７０ 876 928 839 長野 5%
２６年 １９３ 996 795 712 群馬 4%
２７年 １７３ 845 952 843

５ ヵ 年 平 均 １８４ 847 892 790

２８年見通し １７５ 850 850 850

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　群馬を中心に、長野、北海道などから入
荷する。昨年は、降雹や干ばつの影響で数
量が減ったが、今作は適度な降雨もあり順
調で潤沢な入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野の北佐久、南佐久を中心に、一部北
海道から入荷する。昨年に比べ雇用が問題
なく確保され、生産量が増えている。今後
の気温変化にも左右はされるものの、８月
に続き順調な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８５
５５
９３

１３２
１３４

９９

７０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

１０７
５２
９８

１４６
１３３

１０５

８０

 前年及び本年の

８５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に愛知などから入荷する。
　例年同様、高温の影響で出荷量は少な
い。９月下旬で愛知のハウス物が始まる。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

８００
８０７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

８７７
８１７
８５９

８３０

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ８，１０１ 82 116 121 長野 85%
２４年 ７，８１６ 48 53 55 北海道 10%
２５年 ９，１１４ 103 114 83 群馬 5%
２６年 ９，３２１ 177 131 135
２７年 １０，６０１ 120 155 108

５ ヵ 年 平 均 ８，９９１ 109 117 102

２８年見通し １０，５００ 60 55 55

２３年 １５，３６２ 71 84 103 群馬 76%
２４年 １４，７５９ 49 55 52 岩手 14%
２５年 １４，５６０ 90 100 100 長野 4%
２６年 １５，３３６ 131 140 151 北海道 3%
２７年 １５，７８４ 122 148 155 青森 2%

５ ヵ 年 平 均 １５，１６０ 93 106 113

２８年見通し １６，１００ 70 65 65

２３年 ８７９ 759 765 690 群馬 27%
２４年 ８６０ 759 714 699 茨城 19%
２５年 ８６２ 787 813 717 栃木 18%
２６年 １，０３４ 964 717 597 岩手 12%
２７年 ９０９ 886 948 747 岐阜 7%

５ ヵ 年 平 均 ９０９ 836 790 687

２８年見通し ９３０ 760 760 730

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１４０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は多かった前年並で、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

９７

は
　
く
　
さ
　
い

１０７
５２
９９

１４６
１２７

１０９

５７

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

７３８
７２４

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８５
５２

１４２

１０４

６７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

７７０
７２８
８４６

７６１

　長野を中心に北海道、群馬からの入荷と
なる。長野は定植が順調に進み生育はやや
前進傾向。８月前半は干ばつ気味だったが
盆明け以降は適度な降雨で生育は回復傾
向。順調出荷が期待できる。

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。群
馬は生育良好で順調に玉肥大しており前年
を上回る出荷の見込み。岩手は病害が散見
されるが全体的に生育は概ね良好で８玉中
心出荷の見込み。

　群馬など関東高冷地と岩手からの入荷が
中心となる。群馬は生育良好で前年並出荷
の見込み。岩手は高温の影響で生育が停滞
しているが今後出荷が増えてくる見込み。

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ９３７ 353 357 397 北海道 45%
２４年 ９３２ 321 350 343 長野 14%
２５年 ８９４ 413 407 368 富山 8%
２６年 １，０７８ 389 352 341 秋田 7%
２７年 ９１３ 409 493 450

５ ヵ 年 平 均 ９５１ 377 390 378

２８年見通し ９００ 380 380 380

２３年 １，６２７ 315 341 237 長野 97%
２４年 ２，２６５ 133 136 117 茨城 1%
２５年 ２，３６１ 140 214 201 愛知 1%
２６年 ２，１２２ 319 303 269
２７年 １，９９８ 225 359 341

５ ヵ 年 平 均 ２，０７５ 219 263 229

２８年見通し ２，２００ 130 150 200

２３年 １，３４８ 362 340 424 長野 30%
２４年 １，４６１ 214 198 251 北海道 22%
２５年 １，２１３ 387 472 395 山梨 19%
２６年 １，２４５ 471 339 341 群馬 10%
２７年 １，２６３ 473 452 347

５ ヵ 年 平 均 １，３０６ 376 354 349

２８年見通し １，２５０ 400 400 350

品
目
名

２２７

３９４
３５７
４４８

３７９  前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

　長野を中心に入荷する。
　天候の影響もなく、順調な入荷で９～10
万ケース/日で推移している。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長野、愛知など各地から
入荷する。白ネギは北海道、富山中心で前
半は数量が多いが、後半は高温の影響で品
質が低下し下級品が増える。長ねぎは愛知
中心に出るが、生産量は少ない。
　入荷量は前年並み、価格は高かった前年
をかなり下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

２７８
１２２
１７７
２９１
２９８

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、関東、山梨、北海道などから入荷
する。８月は高温で前進傾向で進み、夏秋
のピークは越した。９月は前進化の影響が
出て株に力が無く、量も多くない。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下
回る見込み。

３５３

 前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３８０
４１５

 前年及び本年の

３８０

３６６
３３６

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３６５
２１４
４１５

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

100

200

300

400

500

600

0

500

1,000

1,500

2,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg

数量
t

月

0

100

200

300

400

0

1,000

2,000

3,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

0

150

300

450

600

0

1,000

2,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ４，７６３ 290 357 449 青森 26%
２４年 ４，７１２ 306 326 367 北海道 21%
２５年 ５，１８９ 373 346 329 秋田 15%
２６年 ５，６６７ 330 304 279 山形 8%
２７年 ５，１６２ 400 482 426 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 ５，０９９ 341 363 367

２８年見通し ５，０００ 300 300 320

２３年 ７，２５３ 353 338 218 長野 84%
２４年 ９，５５４ 120 123 104 群馬 9%
２５年 ９，５６４ 137 213 191 岩手 2%
２６年 ７，７６９ 367 322 250 茨城 2%
２７年 ８，１９２ 236 389 334 北海道 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，４６６ 232 268 214

２８年見通し ８，４００ 150 150 150

２３年 ７，３８８ 314 277 401 福島 28%
２４年 ８，５１５ 170 149 221 岩手 15%
２５年 ７，０２８ 352 422 366 秋田 11%
２６年 ７，０９６ 433 301 307 群馬 9%
２７年 ６，８７６ 435 388 313 埼玉 9%

５ ヵ 年 平 均 ７，３８１ 333 300 318

２８年見通し ７，１００ 330 320 310

３０４
４３５

３５６

品
目
名

 前年及び本年の

３０７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや下回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

　青森、北海道、秋田、茨城からの入荷が
中心となる。青森は８月前半は干ばつ気味
だったがその後の降雨で生育は概ね良好で
太りも順調の見込み。各産地台風の影響で
病害発生が懸念材料。

レ
　
　
タ
　
　
ス

３０２
１１６
１７９
３１２
３１５

２３７  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

　長野を中心に、群馬などからの入荷とな
る。長野は８月前半の干ばつで生育停滞気
味だったがその後の降雨で回復傾向。群馬
は生育良好で順調出荷の見込み。

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

３１３

　福島、岩手など東北から関東産地への移
行時期となる。東北はピークを過ぎ、株疲
れの影響もあって出荷が徐々に減少する見
込み。群馬は下旬ごろに出揃う見込み。台
風の影響で病害発生が懸念材料。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

３６５
３３２

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ

　
う
　
り

３２１
１７４
３７９
３４５
３７４

３４９

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ７３２ 274 329 365 山梨 32%
２４年 ９３５ 192 207 237 愛知 24%
２５年 ７１３ 339 338 336 徳島 13%
２６年 ７７７ 414 356 259 茨城 10%
２７年 ６８８ 345 420 410

５ ヵ 年 平 均 ７６９ 307 323 315

２８年見通し ７５０ 280 300 320

２３年 １，４３９ 402 362 405 岐阜 57%
２４年 １，４７２ 290 421 413 北海道 23%
２５年 １，４５５ 401 411 429 愛知 8%
２６年 １，２１７ 405 445 606 長野 3%
２７年 １，２９０ 467 499 466

５ ヵ 年 平 均 １，３７５ 391 425 459

２８年見通し １，３００ 380 420 450

２３年 ３７３ 731 713 774 北海道 75%
２４年 ４２９ 462 717 847 茨城 10%
２５年 ３７９ 738 969 844 長野 7%
２６年 ３７５ 857 913 1,097 愛知 4%
２７年 ４３９ 899 1,168 1,008

５ ヵ 年 平 均 ３９９ 735 900 915

２８年見通し ４００ 800 1,000 900

な
　
　
　
　
す

３１３
２０８
３３６
３３７
３９１

３１１  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　

　山梨、愛知、徳島などから入荷する。
　干ばつ気味で病気は少ないが、高温の影
響で花落ちが多い。また、ぼけ果が増えて
いる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３８７
３６４
４１１
４６３
４７７

４１８  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、北海道を中心に愛知、茨城などから入
荷する。
　高温の影響で着花や樹勢が弱く、生育が良く
ない。そのため中旬以降の出荷は安定しない。
北海道は台風によるほ場冠水の影響も懸念され
る。
　入荷量は前年並、価格は前年をかなり下回る
見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７３６
６４９
８４６
９３６

１，０２６

８４０  前年及び本年の

９００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道が中心に一部愛知、長野から入荷
する。着果も良好で、安定した入荷が見込
まれる。
　入荷量は前年をかなり下回る。また、価
格も高かった前年をかなり下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

0

150

300

450

600
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1,000
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10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価
円/Kg

数量

t

月

0
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0
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2,400
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単価

円/Kg
数量

t

月

0
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0
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単価

円/Kg

数量

t

月
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３，９４９ 278 286 387 栃木 31%
２４年 ４，５５３ 186 207 245 群馬 24%
２５年 ５，４７８ 314 362 385 茨城 21%
２６年 ３，９１３ 393 378 303 埼玉 6%
２７年 ３，２８０ 400 418 417 高知 4%

５ ヵ 年 平 均 ４，２３５ 308 326 345

２８年見通し ３，９００ 370 350 320

２３年 ８，２０２ 373 322 378 青森 20%
２４年 ８，８９８ 253 387 359 北海道 17%
２５年 ８，０６２ 385 359 402 福島 15%
２６年 ６，７１８ 374 406 568 千葉 14%
２７年 ６，６８０ 480 426 443 群馬 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，７１２ 367 377 423

２８年見通し ７，３００ 300 350 380

２３年 １，２７０ 713 655 687 北海道 32%
２４年 １，４９５ 462 670 784 茨城 23%
２５年 １，６１７ 710 813 737 青森 11%
２６年 １，６６４ 793 830 960 千葉 7%
２７年 １，６７４ 847 1,002 942 山形 6%

５ ヵ 年 平 均 １，５４４ 710 804 830

２８年見通し １，７２０ 650 700 800

な
　
　
　
　
す

３０６
２０８
２０７
３６０
４１１

２８６  前年及び本年の

３４７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。

　栃木、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。各産地とも梅雨明け後の高温の
影響で花落ちやハダニ類等害虫発生が散見
されるが、生育は回復傾向にあり概ね良
好。高知は中旬頃から入荷が始まる。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３５６
３２８
３８０
４３４
４４９

３８４  前年及び本年の

３４３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

　北海道、千葉、青森、福島からの入荷が
中心となる。前半は北海道、東北からの入
荷が多くＭ玉中心の見込み。後半は千葉な
ど関東抑制ものが出揃ってくる。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６８６
６３４
７５５
８５６
９３０

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

品
目
名

　北海道、茨城、青森、千葉からの入荷が
中心となる。北海道は生育は概ね良好で中
旬頃に２回目の出荷ピークを迎える。茨城
は樹勢、着果は順調に推移しており前年並
の出荷を見込む。

７１７

７８０

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ４８５ 321 362 334 岩手 44%
２４年 ４７５ 274 259 234 北海道 34%
２５年 ３７３ 470 505 481 茨城 8%
２６年 ４１９ 585 450 367 青森 7%
２７年 ３７９ 499 601 534

５ ヵ 年 平 均 ４２６ 420 424 380

２８年見通し ４００ 400 400 400

２３年 ２，６７４ 119 123 110 北海道 97%
２４年 ２，３４７ 83 74 67 青森 3%
２５年 ２，３９５ 143 149 127
２６年 ２，９０６ 122 110 88 0 0%
２７年 ３，２１４ 119 116 107

５ ヵ 年 平 均 ２，７０７ 118 115 100

２８年見通し ３，０００ 115 110 105

２３年 ４，２９２ 79 95 98 北海道 98%
２４年 ４，８７９ 104 91 80 愛知 1%
２５年 ４，０７３ 109 110 108 中国 1%
２６年 ４，９５１ 126 102 88
２７年 ５，９８６ 104 92 81

５ ヵ 年 平 均 ４，８３６ 105 97 90

２８年見通し ５，６００ 100 90 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３０４
２１８
４５２
４５５
５１８

３７９  前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、岩手を中心に入荷する。
　夏秋は終盤に入ってくる。生育は良好で
安定した入荷となる。
　入荷量は前年よりやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１１７
７１

１３８
１０４
１１２

１０９  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に、青森の残量が入荷す
る。　北海道の男爵は減っており、あまり
多くない。台風の影響も懸念され、飽和し
た状態になることもなく価格は横這いで推
移する。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並みとなる見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８８
８６

１０６
１００

８９

９３  前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほぼ北海道から入荷する。
　今作は平年並みの作で早出し傾向とな
る。台風の影響も懸念されるが、９月は多
くなり、ここまで高かったが下がってくる
見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ２，１７９ 229 269 240 茨城 37%
２４年 ２，４２１ 169 153 150 岩手 37%
２５年 ２，０７６ 387 437 385 青森 12%
２６年 １，９７７ 616 381 302 福島 9%
２７年 １，８７８ 443 556 452 北海道 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，１０６ 357 348 297

２８年見通し １，９５０ 200 300 350

２３年 ７，２７２ 124 125 123 北海道 97%
２４年 ７，４０１ 88 85 81 青森 2%
２５年 ８，１０５ 142 144 138
２６年 ８，１１２ 127 119 104
２７年 ８，２８６ 120 120 118

５ ヵ 年 平 均 ７，８３５ 121 119 113

２８年見通し ７，２００ 120 120 120

２３年 １０，８２１ 84 97 100 北海道 95%
２４年 １０，５５８ 108 96 87 中国 3%
２５年 １１，０７５ 113 113 113 兵庫 1%
２６年 １１，２９３ 126 106 92
２７年 １１，８９７ 102 94 86

５ ヵ 年 平 均 １１，１２９ 107 101 96

２８年見通し １１，８００ 110 90 90

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は台風の影響で冠水した地域があったが全
道では降雨の影響少なく豊作傾向。多かっ
た前年並の出荷を見込む。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
北海道は作付面積減で降雨が多く病害発生
が懸念材料。台風の影響で冠水被害もあり
出荷量は少なくなる見込み。

　茨城、岩手、青森、福島からの入荷が中
心となる。東北産地は減少し茨城からの入
荷が増えてくる。茨城は着果良好で順調出
荷が期待できる。岩手は曇雨天の影響で生
育がやや遅れ気味だが着果は良好。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

２４０
１５７
４０３
４２５
４８４

３３１  前年及び本年の

２８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並の見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２４
８５

１４１
１１８
１１９

１１８

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷量は前年並で、価格も前年並を見込
む。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

９４
９８

１１３
１１０

９５

１０２  前年及び本年の

９７  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 １０，９２７ 320 337 321 長野 30%
２４年 １０，６３９ 360 365 333 青森 13%
２５年 １０，０９２ 345 344 331 フィリピン 10%
２６年 １１，３６１ 355 357 333 三重 6%
２７年 ９，９６４ 406 350 365

５ ヵ 年 平 均 １０，５９７ － － －

２８年見通し １０，０００ － － －

２３年 １，２００ 504 399 296 三重 46%
２４年 １，２０１ 535 355 253 熊本 20%
２５年 １，１７３ 451 339 242 宮崎 12%
２６年 １，２３５ 483 317 242 佐賀 8%
２７年 １，３３１ 501 286 250

５ ヵ 年 平 均 １，２２８ － － －

２８年見通し １，３００ 500 300 260

２３年 ２，５０７ 269 266 278 長野 72%
２４年 ２，３５１ 318 326 312 秋田 8%
２５年 １，８８６ 282 291 309 愛知 6%
２６年 ２，４９４ 302 283 271 新潟 6%
２７年 １，８６０ 321 286 319

５ ヵ 年 平 均 ２，２２０ 298 290 296

２８年見通し ２，０００ 320 300 290

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は長野中心で、若干秋田、愛知、新
潟などから入る。
　生育が一週間ほど前進傾向となってお
り、幸水が切り上がって豊水などの晩成品
種へ早めに切り替わっていく。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年並となる見込み。

な
　
　
 
　
し

２７０
３１９
２９２
２８４
３０６

２９３

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は三重、熊本、宮崎中心となる。
　ハウスみかんは９月中旬に切り上がりが始ま
る。今後、九州産の入荷が始まるが、気候が高
温で乾燥気味で推移していることから、高い糖
度のものが出回ると見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は前年
をやや上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３５７
３１６
３０４
３００
２８９

３１３

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　国内の産地は長野、青森、三重中心とな
る。これまでの気温が高く全体的に前進傾
向。もも・ぶどうなど輸出需要が高まって
きているなか、国内の消費者・販売にも力
を注いでいくことも大切と思われる。
　入荷量・価格ともに前年並みとなる見込
み。

果
　
　
実
　
　
計

３２１
３４９
３３８
３４６
３７１

３４５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場

注：平成27年、28年の４月、５月は入荷無しにつき単価は0円/kgで表記
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２３年 ３９，７８８ 283 304 297 青森 12%
２４年 ３６，９３４ 357 350 311 長野 10%
２５年 ３８，０９４ 328 323 311 福島 8%
２６年 ４０，５０２ 352 336 307 茨城 8%
２７年 ３７，４５０ 373 345 331 栃木 7%

５ ヵ 年 平 均 ３８，５５４ － － －

２８年見通し ３８，５００ － － －

２３年 ３，２１１ 570 333 276 宮崎 36%
２４年 ３，４９７ 529 283 210 佐賀 20%
２５年 ３，２８６ 539 282 232 熊本 17%
２６年 ３，４７９ 587 275 215 愛媛 8%
２７年 ３，２２８ 465 264 229 福岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ３，３４０ 539 287 232

２８年見通し ３，３００ 500 270 230

２３年 １３，１９６ 209 235 229 栃木 27%
２４年 １０，２０６ 327 327 270 福島 25%
２５年 １０，９６８ 236 241 241 茨城 18%
２６年 １１，５７６ 287 243 223 千葉 13%
２７年 １０，３１８ 270 233 233 長野 5%

５ ヵ 年 平 均 １１，２５３ 263 254 238

２８年見通し １０，７００ 270 260 240

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木、福島、茨城などから「豊水」・
「幸水」を中心に入荷する。「豊水」につ
いて、栃木は前年より早めの生育となって
おり肥大は順調。茨城は生育順調で潤沢な
入荷となる見込み。「幸水」について、福
島は前年並みの入荷となり９月中旬の切り
上がりを見込む。入荷量、価格ともに前年
をやや上回る見込み。

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

な
　
　
し

２２４
３０９
２４０
２５２
２４７

２５３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ハウスものは中旬から切り上がり始め
る。露地の極早生みかんは上旬から九州産
の入荷が始まる。宮崎は前年並みの出荷と
なる見込み。熊本は雨が少なく肥大は遅れ
気味であるが食味は充実している。入荷量
は前年をわずかに上回り、価格は前年並み
となる見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

３３０
２７６
２８０
２６３
２６９

２８３

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　なし、りんご、みかん、ぶどうなどが入
荷する。夏果実に続いて秋果実も生育は前
進傾向となっている。全国的に残暑が厳し
くなり夏果実は引き合いが見込まれる。台
風9号、11号が関東に上陸したが大きな混乱
は見られない。入荷量は前年をわずかに上
回り、価格は前年をやや下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

果
　
　
実
　
　
計

２９４
３３９
３２１
３３１
３４９

３２６

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場

注：平成27年4月は入荷無しにつき単価は0円/kgで表記

23



切　花　・　鉢　花　の　９　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　８月３１日現在）

２３年 ２，１４２ ５７
実 ２４年 ２，０４６ ５７

２５年 ２，０３２ ５８
績 ２６年 ２，２３８ ５５

２７年 ２，１００ ５８

２，１１２ ５７

２，１００ ５８

概
　
要

２３年 ２，１０２ ３３
実 ２４年 ２，１９８ ３５

２５年 ２，４２１ ３１
績 ２６年 ２，２０３ ３５

２７年 ２，１００ ４０

２，２０５ ３５

２，２００ ３５

概
　
要

２３年 １，４３８ ３６
実 ２４年 １，１８６ ３７

２５年 １，２７２ ４５
績 ２６年 １，２２４ ５０

２７年 １，２５０ ５０

１，２７４ ４３

１，２７０ ５０

概
　
要

２３年 ９１ ９６
実 ２４年 １０２ ８７

２５年 ９９ １５２
績 ２６年 ９８ １６８

２７年 １００ １５０

９８ １３１

１００ １５０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、長野、三重等から入荷。生育は概ね順調で、彼岸に向け入荷量が増加し、12日ご
ろピークを迎える。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

　長野、福島、北海道から入荷。業務(ブライダル)用の引合いは強い。敬老など一般需要
も見込め、全体的に活発な動きになりそう。出荷は８月に前進気味で多かった分、９月は
少なめで相場は堅調。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道を中心に入荷。今年は７月が特に高温であったため、１週間ほど前進して
おり、中盤より一気に品薄になると思われる。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、岩手、埼玉、奈良より入荷。愛知はやや前進気味だが、概ね順調な生育。
関東以北の産地の台風の影響によっては、入荷量は減ってくる。

２８年見通し

５ヶ年平均

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：千本、円／本

0

15

30

45

60

0

1,000

2,000

3,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本
数量

千本

月

0

100

200

0

100

200

300

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本
数量

千本

月

0

25

50

75

0

500

1,000

1,500

2,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本

数量

千本

月

0

20

40

60

80

0

1,000

2,000

3,000

4,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/本

数量

千本

月

前年数量前年単価本年単価
本年数量

24



２３年 ４２２ １８０
実 ２４年 ４００ １４４

２５年 ３９０ １７８
績 ２６年 ３６７ １９１

２７年 ３８０ １８０

３９２ １７４

３９０ １７５

概
　
要

２３年 ５５２ ７２
実 ２４年 ５６５ ６１

２５年 ５４０ ７４
績 ２６年 ５８４ ７５

２７年 ５６０ ７０

５６０ ７０

５７０ ７０

概
　
要

２３年 ８９９ ７３
実 ２４年 ８８７ ６４

２５年 ８９３ ７８
績 ２６年 ８３１ ７５

２７年 ８６０ ５０

８７４ ６８

８７０ ６５

概
　
要

２３年 １，７９５ ４３
実 ２４年 １，６０８ ４１

２５年 １，６６３ ４６
績 ２６年 １，５９５ ４７

２７年 １，７００ ４５

１，６７２ ４４

１，７００ ４４

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２８年見通し

　オリエンタルは新潟、北海道、岐阜、埼玉から入荷。前半は数量が多く、苦しい販売。
中旬以降は数量も減少し、業務、一般需要が見込め、活発な動きで相場も上がってくる。
ＬＡは埼玉、高知、鉄砲は愛媛、兵庫から入荷。ＬＡ、鉄砲は彼岸の販売で20日ごろまで
数量も順調に入荷。生育はやや前進しているが、天候次第で動きも変わってくる。

２８年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山、長野、輸入等から入荷。各産地とも夏のダメージが抜け
て、クオリティーも徐々に回復する見込み。シルバーウイーク、敬老等需要は徐々に上
がってくる。

５ヶ年平均

２８年見通し

　十五夜、敬老の日等のイベントもあり、前半は季節感のあるものは堅調に推移すると思
われる。栽培物は柳類が多く、後半は引合いは弱くなりそう。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２８年見通し

　愛知、鹿児島、静岡等と輸入物が入荷。まだ残暑が厳しい時期でもあるが、気温も次第
に下がり品質が良くなってくるし、ブライダル等での需要もでてくるだろう。国産に関し
ては７、８月の猛暑の影響が９月に出てくることが心配される。

ゆ
　
　
　
　
り

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　８月22日現在）

２３年 ２７，９９９ ７０４

実 ２４年 ２９，０９７ ７３０

２５年 ２８，１２８ ７２２

績 ２６年 ２４，０９５ ７７３

２７年 １９，５６０ ７９８

２５，７７６ ７４１

２０，０００ ７５０

概
　
要

２３年 ６，０００ ７５０

実 ２４年 ５，９６５ ７３４

２５年 ６，７７５ ６５２

績 ２６年 ５，５１２ ６３８

２７年 ４，３２１ ６５９

５，７１５ ６８８

４，５００ ６４４

概
　
要

２３年 １２，４６８ ７１８

実 ２４年 １２，５７６ ７５９

２５年 １３，３４５ ７４８

績 ２６年 １０，８０８ ７５０

２７年 ５，９７８ ７７５

１１，０３５ ７４７

６，０００ ７５０

概
　
要

オ
　
ン
　
シ
　
ジ
　
ウ
　
ム

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年より減少か。愛知産が中心ではあるが、輸入原木の減少から大幅に入荷減
と予想される。サイズは５～７号が中心で大鉢は少ない見込み。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（55.2％）、２位沖縄
（13.8％）、３位鹿児島（11.5％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２８年見通し

５ヶ年平均

２８年見通し

ア
　
ン
　
ス
　
リ
　
ウ
　
ム

　入荷量は昨年より減少か。作付けは大きく変更ないが８月までに前倒し出荷が多い見込
み。６号・７号サイズが主体で入荷が多く、色別では（赤・ピンク）が中心と思われる。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（98.3％）、２位岐阜
（1.0％）、３位その他（0.5％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並みか。時期的に出荷量が増えるタイミングなので早めの提案や販売への
ご協力をお願いしたい。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（59.8％）、２位熊本
（16.6％）、３位長崎（14.0％）となっている。

５ヶ年平均

２８年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２３年 ４５，９６１ ３９２

実 ２４年 ３９，７６２ ３９０

２５年 ４９，１４１ ３７５

績 ２６年 ３８，６２０ ３９６

２７年 ２９，９３５ ４２４

４０，６８４ ３９３

２８，０００ ４２９

概
　
要

２３年 ８５，０４５ １４８

実 ２４年 ３５，８８３ １４１

２５年 １４８，０５４ １４９

績 ２６年 １４９，１５９ １４７

２７年 １６０，３１５ １４８

１１５，６９１ １４７

１６０，０００ １４８

概
　
要

２３年 ６５，６８６ １８２

実 ２４年 ６６，６２２ １８０

２５年 ６７，３９０ １８６

績 ２６年 ６４，９４７ １９４

２７年 ５３，０３８ １９５

６３，５３７ １８７

５５，０００ １９５

概
　
要

シ
 
ャ

 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

２８年見通し

　入荷量は昨年並か。９月は入荷の大半を３号ガーデンシクラメンが占める。価格面では残暑
が残る上旬は厳しく、下旬にかけて引き合いが強くなる見込み。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位長野（75.2％）、２位愛知
（13.6％）、３位兵庫（7.1％）となっている。

２８年見通し

　９月から本格的に出荷が始まるが、全国的にシャコバの生産量が減少しており入荷量は
昨年より減少する見込み。販売動向は昨年に引き続き、量販系の注文を中心に５号サイズ
以下の動きは良いが、６号以上の高単価の商品は年々厳しい状況。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉（55.2％）、２位愛知
（42.3％）、３位茨城（1.3％）となっている。

卸売価格

２８年見通し

  入荷量は昨年並か。９月は特に４号～６号まで引き合い強くなる見込み。また関東山上
げ物の3.5号のポット物の入荷もピークをむかえ安定した取引が予想される。
　昨年９月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位埼玉（67.6％）、２位岐阜
（18.5％）、３位茨城（13.1％）となっている。

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヶ年平均

シ
　
ク
　
ラ
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ン

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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１　輸出実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

果実（生鮮・乾燥） 569 112.7 475,489 121.7 836 99.7 16,764 113 8,092,626 122 483 109

うんしゅうみかん 4 91.6 5,542 110.8 1,377 116.3 249 92 168,446 111 676 108

りんご 367 112.9 142,745 118.4 389 85.2 15,576 113 6,230,632 118 400 108

なし - 44.3 - 40.5 - - 27 44 12,552 41 474 91

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） … … 337,677 151.6 … … … … 2,933,235 152 … …

緑茶 335 112.7 1,040,010 121.8 3,104 123.1 2,036 113 5,361,598 122 2,633 98

２　輸入実績

野菜（生鮮・冷蔵） 74,447 89.2 7,254,605 99.2 97 96.0 389,081 89 49,651,643 99 128 111

トマト 500 95.1 183,082 94.6 366 95.4 2,919 95 1,104,286 95 378 99

たまねぎ 35,056 72.7 1,637,905 93.2 47 94.8 121,884 73 7,998,662 93 66 128

にんにく 1,440 98.3 402,225 120.0 279 119.5 9,588 98 2,499,795 120 261 122

ねぎ 4,384 88.5 586,369 135.7 134 89.3 23,962 89 4,284,212 136 179 153

結球キャベツ 1,374 37.4 40,267 35.2 29 58.2 5,465 37 230,860 35 42 94

ブロッコリー 2,092 105.5 489,731 92.3 234 85.1 10,686 106 2,434,076 92 228 87

にんじん・かぶ 6,507 78.6 387,072 102.7 59 116.5 28,044 79 1,798,211 103 64 131

ごぼう 3,032 118.2 197,044 129.9 65 97.6 21,223 118 1,401,269 130 66 110

えんどう 50 84.0 21,502 104.7 432 101.6 442 84 226,752 105 513 125

アスパラガス 144 120.6 120,764 108.2 841 94.7 5,705 121 3,987,655 108 699 90

まつたけ 1 379.8 13,770 492.3 9,254 108.0 2 380 14,592 492 8,812 130

しいたけ 82 73.5 30,607 69.2 375 78.8 873 74 314,991 69 361 94

かぼちゃ 8,691 106.9 883,407 81.8 102 79.9 90,762 107 7,274,838 82 80 77

果実（生鮮・乾燥） 180,301 103.6 36,373,478 98.7 202 93.6 904,153 104 170,645,088 99 189 95

バナナ（生鮮） 84,388 101.7 9,373,182 105.0 111 96.3 488,496 102 51,329,398 105 105 103

パイナップル（生鮮） 13,223 94.0 1,314,976 109.9 99 112.5 72,051 94 7,022,838 110 97 117

レモン（生鮮・乾燥） 5,290 99.3 1,092,641 85.9 207 84.4 23,408 99 5,293,974 86 226 87

オレンジ（生鮮・乾燥） 17,693 118.8 2,390,705 104.6 135 86.1 59,765 119 8,562,039 105 143 88

グレープフルーツ（生鮮・乾燥） 10,877 80.8 1,172,716 85.1 108 120.4 46,204 81 6,624,986 85 143 105

メロン（生鮮） 2,946 118.0 320,519 117.8 109 100.1 19,111 118 2,073,268 118 108 100

ぶどう（生鮮・乾燥） 4,221 125.7 1,351,125 109.1 320 86.7 35,577 115 10,978,979 113 309 98

キウイフルーツ（生鮮） 22,443 117.9 7,767,617 116.1 346 97.7 52,334 118 18,168,415 116 347 98

いちご（生鮮） 319 100.9 314,632 90.4 987 88.7 364 101 360,652 90 991 90

切花（生鮮・乾燥） 2,487 100.0 2,205,486 95.1 887 89.6 18,304 100 16,726,539 95 914 95

鳥獣肉類 171,093 107.9 82,934,496 94.2 485 91.9 1,003,652 108 479,299,464 94 478 87

牛肉（くず肉含む） 39,461 96.6 23,868,425 79.2 605 87.3 235,012 97 137,236,045 79 584 82

豚肉（くず肉含む） 75,662 112.8 39,737,309 109.3 525 98.8 428,807 113 225,764,438 109 526 97

鶏肉 45,137 112.0 9,226,882 80.8 204 68.1 279,081 112 62,017,917 81 222 72

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 122,872 97.5 78,649,481 94.0 640 98.9 802,927 98 516,294,547 94 643 96

まぐろ類 13,600 108.3 10,073,483 96.2 741 82.0 105,330 108 96,714,572 96 918 89

さば・さんま・あじ・いわし 2,811 91.5 611,539 81.4 218 96.0 41,640 92 8,204,996 81 197 89

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」 ※速報値によるデータのため、累計値に誤差がある場合があります。

※表中に使用した符号は、次のとおりです。

「 0 」 ・・・単位に満たないもの

「 … 」 ・・・事実不詳

「 - 」 ・・・事実のないもの

品 名
６ 月 ６ 月 ま で の 累 計

主 要 農 林 水 産 物 の 輸 出 入 実 績 （２０１６年）
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資料　農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」

資料　全　国…総務省統計局「消費者物価指数月報」

　　　愛知県…愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」

※豚肉は26年12月までロースの価格を示す。

資料　総務省統計局「小売物価統計調査報告」

関　　連　　指　　数

総 合
生 鮮
野 菜

生 鮮
果 物

肉 類 魚介類

25年 平均 100.0 96.4 101.6 99.3 102.4

26年 平均 102.8 99.3 105.8 106.8 112.3

27年 平均 103.6 108.0 114.3 112.1 116.6

28年 4月 103.4 109.9 125.4 113.9 115.8

5月 103.6 108.2 132.8 113.8 115.9

6月 103.3 107.7 114.3 114.2 116.2

25年 平均 99.9 98.7 104.1 99.1 103.5

26年 平均 102.6 103.7 109.6 107.3 112.7

27年 平均 103.5 111.3 117.3 114.7 115.7

28年 4月 103.5 112.5 127.4 119.5 111.5

5月 103.6 108.2 138.1 116.7 115.0

6月 103.4 109.2 112.8 118.0 115.3

愛

知

県

消費者物価指数　　　　　 項　目

　年　月

全　国 平成22年=100
愛知県 平成22年=100

全
　
国

農産物
総　合

米 野菜 果実 畜産物

25年 平均 102.8 112.8 98.7 94.7 107.7

26年 平均 102.2 98.8 97.8 93.3 118.4

27年 平均 107.6 88.6 110.4 105.4 126.8

28年 4月 113.8 93.5 108.7 128.6 130.0

5月 114.0 93.6 108.1 141.8 131.1

6月 109.4 93.6 108.6 113.5 132.4

農業物価指数（平成22年=100）　　  項　目

 年　月

5kg 100g 1kg

25年 平均 2,149 156 202 631 499 304 162 367 225 564 652 165 494

26年 平均 1,970 170 190 661 481 321 162 376 276 581 649 161 545

27年 平均 1,855 202 227 691 561 374 175 373 270 623 684 180 563

28年 4月 1,901 181 271 625 538 432 179 395 244 504 769 175 593

5月 1,909 206 255 816 381 391 183 385 241 467 656 163 678

6月 1,910 170 232 836 398 399 178 425 253 547 598 163 699

100g 100g

25年 平均 557 300 364 209 216 772 540 157 177 319 810 223 407

26年 平均 584 336 437 174 240 824 533 166 175 336 861 243 428

27年 平均 643 383 477 183 264 886 526 177 177 353 925 228 461

28年 4月 … 415 422 166 273 1,116 518 187 190 362 932 246 446

5月 … 426 489 190 272 1,005 497 191 187 352 934 228 482

6月 … 392 445 … 271 950 497 179 185 335 933 236 487

　　　品　目
　　　単　位

  年　月

1kg

1kg 1kg 1本 100g
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あいち農産物生産流通レポート №519

平成２８年９月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６７１９   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


